
☎03-3400-2536    10：00～17：00（最終入館
16：30）、オンライン日時指定予約制    毎週月曜日
（祝日の場合は翌日閉館）、展示替え期間、年末年始      
   入館料／一般1300円（企画展）・1500円（特別
展）、学生1000円（企画展）・1200円（特別展）、
障害者手帳提示で200円引き、車いすの貸出は展
示棟内のみ
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所要
時間

移動
時間

総移動
距離2.8時間 35分 3.1km

青山霊園
◎あおやまれいえん

桜並木が美しい日本初の公営墓地

☎03-3401-3652

F-1 滞

在時間

40分

斎藤茂吉居住の跡
◎さいとうもきちきょじゅうのあと

斎藤茂吉の歌碑を訪ねる

F-2 滞

在時間

5分

根津美術館
◎ねづびじゅつかん

日本・東洋の古美術品を展示

F-3 滞

在時間

60分

青山霊園に向かう途中に
歩道がとても狭くなっている

箇所があります
注意して通行しましょう

桜の名所、
著名人が眠る霊園を抜け、
青山の文化・歴史にふれるコース

表参道
◎おもてさんどう

流行に敏感な人々でにぎわう
けやき並木がシンボルとなっており、明治神宮の参道
として整備された歴史があります。参道としてのにぎ
わいは現在、流行の発信地として姿かたちを変え、連
日多くの人でにぎわいます。

F-4 滞

在時間

30分

歩道が傾斜している
箇所があります

また、休日は人通りが多く
歩道が混雑します

庭園を巡る車いす
でも通行できるルート

があります
※介助者の同伴が必要です

こ こ ら で ひと休み

庭園内のNEZUCAFÉでは
オリジナルコーヒーやスイー
ツが楽しめます。

実業家で茶人の初代根津嘉一郎が収集した古美
術品、茶器を中心に国宝や重要文化財をはじめと
する所蔵品は7600件超を数えます。茶室のある
庭園は自然の風趣を生かし、斜面の渓流を取り入
れ、都内でも閑静な秀れた庭のひとつといわれて
います。

歌人、精神科医であった斎藤茂吉の病院があっ
た地です。大正13年（1924年）に火事で全焼、
再建後、昭和20年（1945年）の空襲で被災し全
焼してしまい、現在はマンションが建っており、
斎藤茂吉の歌碑が設置されています。

明治初期に開園した都立霊園で、開設当時の豊かな自然がそのまま残っています。日本近代史における
著名人の墓所もあり、歴史を学びながら散策ができます。380本以上ある桜が満開となる季節は多くの
人が訪れます。

約660m 約11分

東京メトロ千代田線 乃木坂駅 2番出口

東京メトロ千代田線・半蔵門線・銀座線
表参道駅 A1出口

約500m 約８分

F-1 青山霊園

F-2 斎藤茂吉居住の跡
約270m 約４分

F-3

約160m 約３分

表参道
約530m 約９分

F-4

根津美術館

● コ ー ス の 特 徴 ●

●スタートしてすぐに急な坂道が
　あるため、介助者の同行をおす
　すめします。
　その後は比較的平坦なルートです。
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根津美術館F-3

乃木神社

東京ミッドタウン

中村草田男
の句碑

東急ステイ
青山プレミア

ホテル
アジア会館

秩父宮
ラグビー場

聖徳記念絵画館
（休館中）

MUFGスタジアム
（国立競技場）

明治記念館

梅窓院

東京メトロ千代田線 
乃木坂駅 2番出口

東京メトロ千代田線・半蔵門線・銀座線
表参道駅 A1出口

岡本太郎記念館

サントリー美術館

陸橋は片側のみ
通行可

狭

表参道F-4

グランド ハイアット
東京

六本木
ミュージアム

六本木ヒルズ

赤坂サカス

豊川稲荷
東京別院赤坂御用地

the b 
赤坂見附

国立新美術館

森美術館
東京シティビュー

毛利庭園
テレビ朝日

赤坂
氷川神社

浅野土佐守邸跡

青山霊園F-1

斎藤茂吉居住の跡F-2
春の
桜並木は
見応え十分

VIEW
SPOT

急な坂道（最大傾斜
6°）があります

急な坂道（最大傾斜
6°）があります

ゆるい上り坂が
続きます
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SIGHT

天祖神社

檜町公園

勝海舟邸跡

アパホテル
＜赤坂見附＞

明治神宮外苑

神宮球場

キハチ
青山本店

青
山
一
丁
目
駅 

六本木駅 

赤坂地区総合支所 

麻布地区
総合支所 

TEPIA
先端技術館

一部歩道の狭い
箇所があります
（最小幅60cm）

秋山庄太郎
写真芸術館

Minato City Barrier-free route map
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